
………………………………………………………………………………………

2

四国の中にどっぷりと浸かっていると，まる
で世界の流れとは隔絶しているように錯覚する
事もしばしばです。四国は自然が豊かで，峠や
岬を越えると人情や町の風情が変わるので旅を
感じ，私は毎月のように四国中を駆け巡ってい
ます。しかし，四国に限らずどの地でも世界に
影響し，また影響されているのではないでしょ
うか。生活消費財を例に取ると，我々が口にし
ている食材，衣料は言うにおよばず，電気製品
やエネルギーにしても世界を感じずには居られ
ません。中国や台湾製の電気製品や東南アジア
の食材，遠洋で取れた魚などが身の回りに多く
あります。
四国の農業，漁業が極東アジア，東南アジア
をはじめとする海外の産品と競争をしていると
同じく，四国の製造業もまたアジアやBRICs
をはじめとした世界の製造業と熾烈な競争をし
ています。従事している産業で厳しいグローバ
ル競争を展開する見返りが様々な世界の製品や
商品の恩恵です。そのような中，秋田こまちや
青森のりんごが海外でも人気を呼び，飛ぶよう
に売れているとの報道がありました。海外品を
受入れ，一方で自分の産品を積極的に売り込む
ことが必要と教えられたのです。四国の自然を
売り込み，観光客を誘致するのもこの積極策の
一形態でしょう。このための交通インフラの充
実などがなされつつあり，生きる糧を得るため
の開発・産業育成を進めねばなりません。自然
保護と開発の調整が必要です。
次に世界を感じることは，地球温暖化と自然
災害の大型化でしょう。これは世界中が一緒に

克服すべき課題です。米国のゴア元副大統領は
「不都合な真実」という本と映画で話題になり，
今年のノーベル平和賞を受賞する事になりまし
た。今，地球に居る動植物や人間はまさに宇宙
船地球号の一員であり，一蓮托生の運命にあり
ます。四国では自然保護が大切だから自前のエ
ネルギーを開発する必要は無いと言いきること
が正しいでしょうか。今ある豊かな自然を少し
犠牲にしても水力エネルギー，風力エネルギー
を開発する努力をし，世界の一員としての務め
を果たさねばなりません。地球全体の動植物が
生き残るための開発と自然保護の調和がここで
も必要と考えます。
世界を感じる事の最後は，申すまでも無く最
近ニュースで目にする説明責任です。３００年の
歴史のある老舗の「赤福もち」は三重県の名産
で私もよく土産に買っていました。食中毒を起
したわけではありませんが，製造年月日や品質
表示の偽装は食品製造業としての責務を問われ，
非難を浴びています。企業は社会的責任として
コンプライアンスを最重要な柱とすることが世
界の趨勢であり，日本にもその波が押し寄せて
きた感があります。今や説明責任を果たせなけ
れば企業としての存続も難しい時代と言えます。
大企業だけでなく，中小企業や老舗の個人企業，
農水産業者も同じです。生産地や賞味期限を正
確に人々に伝える説明責任を果たさねばならな
い時代になったと感じています。世の中に四国
ブランドを普及し，四国が自信を持ち輝けるか
否かは私たちの努力次第です。

世界の中の四国
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１１月の伝統行事に「七五三」があり，子供を持つ家族の重

要なイベントの一つになっています。１１月の休日ともなると，

子供達は晴れ着を着せてもらい，氏神様でお祓いを受け，家

族で記念撮影をしている光景が各地で見られ，なんともほほ

えましい限りです。

我が子の健やかな成長を願う親の心は，いつの時代にも共

通するものでしょう。

さて，１０月から１１月にかけて，四経連では東京での活動が

続きました。

１０月１２日には，四国の４経済団体による「明日の地域づく

りを考える四国会議」が生き生きと自立した四国の実現に向

けた提言を決議し，それをもとに，自民党四国地方開発委員

会の先生方との懇談会，引き続き，国土交通省との懇談会を

行いました。１０月１７日には四経連と四国４県などで構成する

「四国８の字ネットワーク整備・利用促進を考える会」が日

本テレビスタジオでテレビフォーラムを開催しました。また，

１１月７日には四国出身の在京経営者の方々との情報交流会を

開催，ご出席の皆様から大変熱心なご意見・ご提案をいただ

きました。

今月号ではこうした東京での活動をはじめ，１０月９日高松

での国際化委員会「四国 国際化セミナー」など，盛り沢山

の行事を掲載しております。

ご高覧下さい。

朝夕のひんやりした空気が日ごとに冷たさを増し，秋から

冬への季節に向かっています。

お風邪など召しませんように，ご自愛下さい。

（きむら）

イロ スミ
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